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泪 ぐんで、 姉の 体 を 温めて やった。 

その 中に 姉 は 悪い 病気に 罹った。 胸の 悪くなる よう 

な 匂が、 姉の 体から 発散した。 姉 は、 私に その 病気が 

伝染す るの を 恐れて、 もう 一緒に 寝る の は 止して し 

まった。 

私 は 淋しく 一 人で 寝た。 そして 一 人で 寝て いる 中に 

何時の間にか 大きい 大人に なった。 
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到頭、 或る日 姉 は 私が 本当の 大人に なって しまった 



私 は 姉 を かき 抱いて 泪 ながらに、 その ザ ラザラ な 粗 

悪な 白壁の ような 頰へ 接吻した。 姉 は 私の 胸の 中で、 

身 もだえして 唸った。 
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姉 は、 夜更けてから、 血の気の 失せた 顔 をして 帰つ 

て 来て、 私に ご飯 を たべさせて くれた。 

どんなに、 姉 は、 私 を 愛しんで くれる ことであろう 

力！ 

姉 は 腕に 太い 針で 注射 をした。 —— 姉の 病気 は此頃 



ではもう 体の 芯まで 食い やぶって いた。 

姉 は そして 昼間 中 寝てば かりいた。 姉 は 眠って いる 

時に 泣いた。 泪が 落ちく ぼんだ 眼の 凹みから 溢れて 流 

れた。 

私 は 真昼の 太陽の 射し 込む 窓の 硝子 戸に 凭り かかつ 

て、 半ズボンと 靴下との 間に 生えて いる 脛 毛 を、 なが 

めてば かりいた。 

( —— 私 は、 姉 を 食べて 大きくな つたよう な もの だ。) 

私の 心 は、 そんなに ひどい 苦労 をして、 私 を 大人に 

育て上げて くれた 姉に 対する 感謝の念で 責められた。 

私に とって、 姉の 見る かげ もな く 壊れて しまった 姿 は、 



粉末 ダイ アモン ド 〇 ニー 五 

ヮタ シハ、 ソ ノクス リヲ、 ノン デ、 シニ タイト- 

ォ モウ …… 」 
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夕方に なると、 夕風の 吹いて いる 街路へ、 姉 は 唇と 

頰とを 真 赤に 染めて、 草花の 空 籠 を 風呂敷に 包んで、 

病み 衰えた 身 を 引きず つ て 出かけた。 

私 は 窓から、 甍石道 を 遠ざか つ て 行く 姉の 幽霊の よ 

うに 哀れな 後 姿 を、 角 を 曲って しまう 迄 見送った。 



剃るまい と 心に 誓った。 
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私の 髭 は 日 ましに 青草の ように 勢いよ く 延び 初めた。 

今朝 目 を さまして 見る と、 もう 殆どつ け 髭に も 劣らな 

い 位 立派に 生え 揃っていた。 

姉 は 勿論、 怒って、 泣いた。 けれども 私 は、 固い 決 

心 を もって 姉の たあい もない 我儘に 抗 つた。 

—— 髭 を 生やす ことが なぜい けない のか？ 

私 は、 毀れ てし まった 操り人形 のように、 あわれに 



—— バカ！ ォ マエ ハ、 ゥ チデ、 オト ナシ ク、 ルス 

バン ヲ シティ レバ、 ソ レデ、 イイ ノダ ョ。」 

—— 僕 は、 いっか しら、 屹度 姉さんに 知れない よう 

に、 跡 をつ けて 行って しまい ますよ。」 と 私 は 云った。 

姉 は 顔色 を 変えて 吟 5 つた。 そして 劇しく、 上下に 首 

を ふって、 泣きじゃくった。 
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哀れな 姉 は、 それでも いつもの 時間が 来る と、 唇と 

頰 とに 紅 を 塗って、 草花の 空 籠 を 風呂敷に 包んで、 夕 



えの ある 値段 書が、 もう 色褪せて 貼られて あった。 
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そして それより 少し 上の、 恰度 私の 眼の 高さ 位の あ 

たりに 手首の 這 入る 程の 円い 穴が あけて あって 部屋の 

中を視 ける ように 出来て いた。 私 は そこから 恐る恐る 



でた。 
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私 はたえて ない 楽し い 気持で 家路 を迪 つ た。 

何ん と 云う 思いがけない 幸福が 向いて 来た もので あ 

ろう！ 

私の 勇気 は、 あらゆる 人生の 不幸 をう ち 亡ぼして し 

まった ではない か。 

おそらく 姉 は、 今頃 は 警察の 手に 抑えられて、 そし 

て 
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